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は じ め に 

 

  

 大阪歯科大学は、１９１１（明治４４）年１２月に近代的な歯科医学教育の 

普及を目指し、大阪府認可の「大阪歯科医学校」として設立された。 

 爾来、「博愛」と｢公益｣の建学の精神を柱に１００年を超える学園の歩みの中

で、歯科医学・医療の発展に寄与してきた。 

本学は、２０１７（平成２９）年度において、教育、研究、臨床の発展充実、

経営の効率化を目指した各種事業を推進した。 

 歯学部における学生の受け入れについて、広範な入試広報活動の結果、入学

志願者の大幅な増加と実質入試倍率の前年度比増を達成した。歯学部教育にお

いて、初年次教育の充実、オナーズ教育への注力、歯学系共用試験、臨床実習

の成績の向上に向けて取り組み、前年度に引き続き「文部科学省私立大学等改

革総合支援事業」に採択された。そして、教育のメルクマールである歯科医師

国家試験については、新卒者合格率８２．２％という好成績を収めることがで

きた。また、歯科技工士・歯科衛生士国家試験においても好成績を収めた。 

国際交流については、グローバル大学に相応しい教員・学生研修派遣を展開

した結果、参加者にとって多くの学術研究上の知見を吸収することができた。 

 大学院歯学研究科においては、一般、社会人、外国人留学生の各区分で入学

者を募集するとともに、大学院生の研究活動の活性化を図った。 

 附属病院においては、理事会傘下の病院組織改革委員会の検討を受け、医療

の質の向上と経営効率化に向けて取り組んだ。 

 ２０１７（平成２９）年４月開設の４年制大学医療保健学部においては、学

生の受け入れ活動を積極的に行い定員の充足を図った。同年８月には大学院医

療保健学研究科（修士課程２年）が設置認可となり、２０１８（平成３０年）

年４月開設に向けて学生の受入れ活動を行った。 
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沿革 

 

 

１９１１（明治４４）年１２月１２日  大阪歯科医学校設立 

１９１２（明治４５）年  １月１４日  大阪歯科医学校開校式 

           （創立記念日）  

 

１９１７（大正６年）年 ９月 ７日  財団法人大阪歯科医学専門学校設立 

            ９月２５日  大阪歯科医学専門学校開校 

 

１９４７（昭和２２）年  ６月１８日  大学令に基づく旧制大阪歯科大学設立 

           （大学昇格記念日） 

 

１９５１（昭和２６）年 ３月 ２日  私立学校法に基づく学校法人大阪歯科大学へ組織変更 

                   認可 

 

１９５２（昭和２７）年 ２月２０日  学校教育法に基づく新制大阪歯科大学設置認可 

 

 １９６１（昭和３６）年 ３月３１日  大阪歯科大学大学院歯学研究科（博士課程）設置認可 

 

 １９６４（昭和３９）年 ４月１７日  大阪歯科大学付属歯科技工士養成所 

                    （大阪歯科大学歯科技工士専門学校）開設 

 

１９６８（昭和４３）年 ５月 １日  大阪歯科大学付属歯科衛生士学校 

                   （現・大阪歯科大学歯科衛生士専門学校）開設 

 

１９９７（平成 ９）年 ４月 １日  楠葉学舎竣工、天満橋学舎附属病院竣工 

                   牧野学舎（体育・課外活動施設）と合わせて３学舎 

                   体制となる。 

 

２０１１（平成２３）年１１月１１日  創立１００周年記念式典挙行 

 

２０１６（平成２８）年 ８月３１日  大阪歯科大学医療保健学部（口腔保健学科・口腔工学

科）設置認可 

 

２０１７（平成２９）年 ８月２９日  大阪歯科大学大学院医療保健学研究科（修士課程） 

                   設置認可  

 

２０１８（平成３０）年 ３月３１日  大阪歯科大学歯科技工士専門学校廃止認可 
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Ⅰ.大学全体での取り組み 

 大阪歯科大学は、教育基本法の規定する教育の一般的な目的と方針に則り、

歯学に関する学術を中心として、広く知識を授けるとともに、深く専門の領野

における学理技術を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させ、も

って文化の創造と発展に貢献することを目的としている。この目的達成のため 

教育・研究・臨床の発展を図った。 

 

 

Ⅱ．教学（歯学部教育）の改革 

 歯学部においては、教学支援体制の充実を図り、建学の精神である「博愛」

と「公益」に適う歯科医療人育成を目指し、様々な取り組みを行った。 

 

１．入学志願者増加への取り組み 

 アドミッション・ポリシーのもと、優秀な学生の確保に取り組んだ。 

アドミッションセンターは、アドミッションセンター長（副学長・教務部長

兼任）と専任職員（課長 1 名、主任 1 名、課員２名）で構成され、入試委員会

による決定を受け、オープンキャパス、高校訪問、高校生向け入試・入学説明

会を積極的に展開した。 

 

 オープンキャンパスについては、楠葉学舎で７月１回、８月各２回（うち１

回は天満橋学舎）、９月１回、合計４回行われ、延べ参加人数は４７７名であっ

た。楠葉学舎でのプログラムは、入試概要説明、本学学生による講演、入試に

向けてのポイント講座、体験実習、ミニ講義、キャンパスツアー、個別受験相

談会を実施した。さらに、２０１５年度から始まった本学附属病院での入試説

明会と院内見学は３年目を迎え、前年度を上回る８７名の参加で好評であった。 

 ４月から１１月の期間には、１７都府県（東京、千葉、埼玉、神奈川、愛知、

福井、大阪、京都、和歌山、三重、兵庫、広島、岡山、高知、福岡、鹿児島、

沖縄）の特設会場で高校生対象の進学相談会を行い、入試状況最新情報とキャ

ンパスライフ、歯科医師の将来展望などの情報提供を行った。 

 入試科目については、推薦・一般入試において、英語の各種資格・検定試験（注）

の結果に基づいて、一定の基準を満たしている場合は、「外国語（英語）」の受

験免除制度を昨年度に引き続き実施した。 

（注）受験免除基準検定試験 スコア・級  

GTEC for STUDENTS ６５０ 以上、 GTEC CBT １０００ 以上、 TOEIC ５５０ 以

上 TOEFL(iBT) ５５ 以上 TOEFL(PBT) ４８４ 以上 実用英語技能検定 ２ 級以上と

なっている。※取得時期は問わない。  

 

センター試験オプション方式＜プラス１＞を新たに導入した。これは、本学

一般試験の得点に、センター試験受験科目の６教科（外国語、数学①・②、国語、

理科②、地理歴史、公民）より高得点１(2)科目の得点を合計し、合否を判定す
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るものである。 

  

また、入試の試験場は、一般入試（前期日程）において、東京会場（駿台予

備学校お茶の水 1 号館）、名古屋会場（代々木ゼミナール名古屋校：新設）、広

島会場（ワークピア広島）、福岡会場（代々木ゼミナール福岡校）を設置した。 

 

入学試験成績優秀者特待生制度については、その充実を図り、優秀な学生の

確保に努めた。一般入試及び大学入試センター試験利用入学試験においての措

置で、概要は以下のとおりである。 

・Ａ種（初年度学納金（入学金を除く）免除：５１５万円、２年次以降は授業

料全額免除：３８０万円×５年、対象人数１名、２年次以降は優秀な成績を

維持することを条件） 

・Ｂ種（初年度は学納金（入学金を除く）免除：５１５万円、対象人数２５名

（２年次以降は在学中の学業成績優秀者に対し年間授業料から１００万円免

除） 

 

 以上のような取り組みにより、２０１８年度入試の志願者は昨年度を上回り、

募集人員に対する実質競争倍率は３倍を超え、２０１８年度新入生１２８名を

充足した。 

２０１１（平成２３）年度（２０１２年度入試）から実施され７回目となる

編入学試験では、２名が第２学年へ編入となった。 

 

２．インスティテューショナル・リサーチ（ＩＲ）室の活動 

 専任職員１名を配置して、教育、学生支援にかかわる情報の収集、分析、研

究（教員業績を含む）にかかわるデータの収集、分析、データベースを利用し

たデータ収集及び検証並びにデータベースの整備、本学の計画策定、政策決定、

意思決定業務等の支援等の活動を行った。 

 ２０１７年度は、学生の生活実態調査や、授業への皆勤者調査、学業成績下

位者に関するデータ集約、育み・寄り添い教育の該当者の授業出欠状況等、教

務部委員会への検討資料として提示した。これらを受けて委員会では、全学生

の生活実態を把握した上できめ細かな学修指導を計画し、実行した。 

 

３．カリキュラムの展開について 

 歯学部では、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーを改正し、建

学の精神の具現化に努めた。 

態度教育科目の「コミュニケーションⅠ～Ⅳ」は、第１学年から第４学年ま

で横断的に開講した。 

その中で、特に「ＯＤＵソーシャルコミュニティ」（１単位）は、態度教育科

目の「コミュニケーション」の中で、第１学年から第４学年までの全学生が、

学長及び教職員とともに枚方市の主催する環境美化活動であるアダプトプログ
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ラムに登録し、朝８時から楠葉学舎周辺の歩道での清掃及び通行する地域住民

の方々に挨拶を行った。学生の皆出席を義務づけ、欠席者には予備日に振り替

えて実施し、参加態度はもちろんのこと、経済産業省・社会人基礎力診断から

総合的に成績評価を行った。 

従来からの第１学年次の人権論（1 単位）、早期臨床体験学習（１．５単位）、

社会福祉施設体験学習（２単位）は、引き続き学生の態度教育の柱として十分

機能している。「現代教養」（３単位）では、マナー指導、学習態度の確立、プ

レゼンテーション能力などを通して、歯科医師として必要な素養と思考力、判

断力、表現力など様々な状況に臨機応変に対応、解決できる能力を養うことを

目的にしている。その中では、漢字検定準２級の第１学年全員受験や成績優秀

者にＴＯＥＩＣの受験を実施した。 

 

第２学年次では基礎系歯科医学教育を、第３学年では、情報科学教育、社会

系歯科医学教育、臨床系歯科医学教育、総合医学系教育をしている。第３学年

次の「ゼミナール」（２単位）、「研究チャレンジ」(２単位)は、演習科目として

学生を研究室に配属して行うものである。特に「研究チャレンジ」は、研究マ

インドを学生に涵養することを目的にしており、リサーチリテラシーを涵養し、

今年度もＳＣＲＰ（ステューデント・クリニシャン・リサーチ・プログラム）

での成果発表を行った。 

 

第４学年では、全国共用試験歯学系ＣＢＴについて、指導体制を強化し、試

験成績の向上に努めた。特に成績下位者には合宿形式の重点的学習を行い弱点

の補強を図った。 

歯学部全学年に対してクリッカーを設置し、従来の知識伝達の学びから能動

的学びアクティブラーニングを実施できる体制となった。 

 

 第５学年においては、臨床実習必携を整え学生に配付し、学修の徹底を図っ 

た。患者中心型診療システム（ＰＯＳ：Patient Oriented System)に基づいて 

検査、診断、治療計画にいたる情報収集と基本的歯科診療技術の訓練を行った。 

そして、臨床知識試験（年間５回実施）、臨床実習終了時試験を実施した。臨床 

実習の合格基準は、診療参加経験数、観察記録による評価、臨床実習終了時試 

験の合格、講義出席率８０％以上である。また臨床知識試験の合格基準は平均 

得点率６５％以上である。臨床実習の完了と臨床実習終了時試験、臨床知識試 

験の合格をもって歯科臨床教育の４０単位を修得できる。これらはいずれも進 

級要件である。２０１７年１２月２０、２１日の両日には、本学で臨床実習後 

能力試験トライアルが実施され、第５学年全員が対象の「臨床実地試験」と、 

選抜された２０名が対象の「一斉技能試験」を受験した。 

 

また、２０１７年度より、オナーズ教育として「大阪歯科大学教育改革事業」 

を開始した。この事業は、教育支援に関する内容を学内公募し、選考の結果採 
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択されれば学長裁量経費（新設）をもって費用の全額を大学が負担するもので 

ある。今年度は、選考の結果「グローバル活躍プログラム」が採択された。こ 

のプログラムは、本学大学院へ進学を希望する意欲ある学生にオンライン英会 

話サービスを使い、外国人との「生きた英会話レッスン」を受講することによ 

り、近年要求される英語での論文発表や、短期海外研修、ＳＣＲＰへのエント 

リーなどグローバルに活躍できる人材の育成を目指している。今回のプログラ 

ム費用は４４万６４０円で、１０名の学生が対象となった。なお、本プログラ 

ム受講者で、本学大学院入試を受験する者については、外国語（英語）の試験 

が免除となる。  

 

第６学年は、昨年度と同様に学士試験と本学指定の模擬試験により、成績の向 

上に努め、きめ細かな指導を行った結果、第１１１回歯科医師国家試験の合格 

率は新卒者（８２．２％）、既卒者（４３．６％）となり、共に全国平均を超え 

た。  

 

 各学年について、教員が楠葉学舎及び天満橋学舎の研究室に在室し、学生の 

質問や相談に応じるオフィスアワーを設けた。 

教務関連の機器備品の新規設置については、楠葉学舎コンピュータ実習室及び 

ＬＬ教室のパソコンの更新、天満橋学舎における第５学年使用のクリッカー設 

置、創立１００周年記念館への無線ＬＡＮシステム（Wi-Fi 設備）の導入を行っ 

た。 

 

学生生活指導体制 

各学年の指導教授、助言教員、特別アドバイザー、教育アドバイザー、大学院 

生のＴＡにより日々行われている。「学生カルテ」を活用するとともに、学生に 

は「学習ポートフォリオ」の作成を通じて自己成長を確認させ、適切な助言を 

行った。 

朝の挨拶運動は、２０１５年度から教授を含めた全ての教員が輪番制で、楠葉 

学舎正門前に立ち、登学する学生に対して行っており、今年度も人間関係の基 

本である挨拶の重要性を認識させるとともに、学生と教員の信頼関係の構築に 

も役立った。 

学生部委員会では、『学生生活ハンドブック』を作成し、全学年に配付した。 

 ２０１７年５月に「薬物乱用防止講演会」が、第１学年を対象に、大阪府警、

枚方警察署から講師を招き開催された。 

「学生相談室」は、楠葉学舎と天満橋学舎において、専門の臨床心理士（非常 

勤３名）を置き、毎週月・火・金に学生・教職員等の相談を行った。定期的に、 

学生部長、教務学生課長、臨床心理士及び看護師により、相談内容について共 

有を図り、解決に向けての協議を行った。 
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学生スポーツの振興 

 全日本歯科学生総合体育大会は、国公私立歯科大学・歯学部２９校の体育系

クラブが参加するスポーツの祭典である。この第４９回大会（当番校：岡山大

学歯学部）が８月１日から１０日まで開催され、本学は総合で第４位であった。 

   

【国際交流】 

 本学の今年度の国際交流は、交流協定提携校を中心に、下記の日程で実施さ

れた。 

 

・海外協定校との交流 

 受入 

＜２０１７年 4 月５日＞ 

 山西医科大学（教員６名 入学式出席、病院見学、学長懇談） 

   

＜２０１７年４月１７日＞ 

 台北医学大学口腔医学院（教員４名 学長懇談） 

 

 ＜２０１７年４月２４日＞ 

 山西口腔医学会（教員３名 楠葉学舎見学、病院見学、学長懇談） 

 

＜期間：２０１７年７月３０日～８月５日＞ 

上海交通大学口腔医学院（学生３名、引率教員１名）、南方医科大学口腔医学

院（学生３名、引率教員１名）、四川大学華西口腔医学院（学生３名、引率教員

１名）台北医学大学口腔医学院（学生４名、引率教員１名）、山西医科大学口腔

医学院（学生５名、引率教員１名）が来学し、特別講義(英語での講義)、天満

橋学舎附属病院、外部歯科診療所を見学した。 

なお、期間中の８月４日には、The 1st Forum for International Students

（ＦＩＳ）が本学楠葉学舎において開催された。これは上記アジア５大学と本

学歯学部学生、大学院生の研究発表を全て英語で行うフォーラムである。 

 

＜期間：２０１７年１１月１３日＞ 

中国雲南省昆明の昆明医科大学代表団が、楠葉学舎において本学歯学部学生

の講義を聴講、さらに図書館に保存している数々の貴重図書を見学された。引

き続き、附属病院に各診療科を視察された。 

 

 ＜期間：２０１７年１２月１１日～１５日＞ 

シドニー大学歯学部から６名が、本学が楠葉学舎、天満橋学舎附属病院を訪

問した。さらに本学教員による特別講義の他、本学ＯＢの運営する歯科医院、

歯科材料企業の見学が行われた。 
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派遣 

＜期間：２０１７年７月２日～１４日＞ 

四川大学華西口腔医学院  

参加学生：第５学年３名    引率教員１名 

 

＜期間：２０１７年７月２２日～２８日＞ 

  上海交通大学口腔医学院 

  参加学生：第３学年５名、第４学年１名  引率教員１名 

 

＜期間：２０１７年７月２２日～２８日＞ 

  台北医学大学口腔医学院 

  参加学生：第１学年７名、第２学年１名  引率教員１名 

 

 ＜期間：２０１７年８月１２日～２１日＞ 

  シドニー大学歯学部 

  参加学生：第３学年５名、第４学年１名  引率教員１名 

 

 ＜期間：２０１８年３月１０日～２０日＞ 

  コロンビア大学歯学部 

  参加学生：第５学年６名         引率教員１名  

 

【社会連携・社会貢献】 

・枚方市との連携事業への参画 

 枚方市と枚方市所在の５大学との地域連携を図るため設置されている「学園

都市ひらかた推進協議会」の第１７回会合が、２０１７年６月２日に摂南大学

において開催された。協議会では「中高生を対象とした大学体験事業」、「こど

も大学探検隊」、「ひらかた市民大学」などの生涯学習講座について、これらを

実施していくことが確認された。 

本学においては、下記の連携事業が開催され、地域に開かれた大学として市

民に開放した。 

 

［中高生を対象とした大学体験事業］（２０１７年８月２０日） 

楠葉学舎において、キャンパスツアーやミニ講義、体験実習などを行い、本

学の魅力をアピールした。（受験生向けオープンキャンパス２０１７と併催） 

 

［こども大学探検隊］（２０１７年１０月２８日） 

楠葉学舎において、本学学生有志が運営スタッフとなり、大学生によるクイ

ズと動物の歯型による歯の勉強を行った。（本学楠葉祭（文化祭）と同時開催） 
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［ひらかた市民大学］（２０１７年１０月２９日） 

 楠葉学舎大学院講義室において、本学教員が「歯周病と全身疾患の関係」に

ついて講演を行った。 

 さらに、枚方市が推進するもうひとつの連携事業である「健康医療都市ひら

かたコンソーシアム」については、今年度も本学公開講座を共催事業として開

催した。本学附属病院医員による「健康医療キャラバン事業」に参画している

（後掲）。 

 

[枚方市への運営協力] 

 枚方市の審議会（環境審議会）、委員会（保健所運営委員会）等には、本学か

ら教員を派遣、市の運営に協力している。 

 

・第２５回大阪歯科大学公開講座 

 本学の恒例事業となっている公開講座を「お口は健康・長寿の入口」のメイ

ンテーマで、外部機関から１名（松尾浩一郎教授・藤田保健衛生大学医学部）、

本学教員１名が講師を務め開催した。 

天満橋（８月１９日、２６日）・楠葉両講座（２０１８年２月１７日、２４日）

の延べ受講者は７５４名を得て好評であった。 

また、今年度は、１１月５日に本学が研究活動に注力しているゲノム研究に

関して、臨床ゲノム医療学会、大阪府歯科医師会、大阪歯科大学同窓会の全面

的な後援を得て、「あなたの病気のリスクをマーナ（ｍＲＮＡ）検査で早期発

見！」と題して公開講座特別講座を開催し、教員、一般市民を含め２５８名の

受講者数を得て好評であった。なお、１９９３年度第１回から今回までの延べ

受講者数は、２６，０３０名である。 

 

・朝日カルチャーセンターとの連携事業 

朝日カルチャーセンターとの連携事業「大阪歯科大・朝日カルチャー デン

タル塾」を、本学教員が講師となり開講した。期間は、２０１７年１０月から

２０１８年３月までの原則第４日曜日であり、会場は同センターの中之島及び

樟葉教室で行われ受講者の好評を得た。 

 

・セレッソ大阪スポーツクラブとの連携研究協定締結 

２０１６年２月に一般社団法人セレッソ大阪スポーツクラブ（代表理事・宮

本 功氏）と連携研究協定を締結した。 

協定の内容は、「スポーツと歯科医学の関係性を具体的なデータに基づき共同

研究を推進し、口腔環境とフィジカルパフォーマンスとの関連を明らかにする」

ことを目的にしており、２０１７年６月４日、セレッソ大阪アカデミー所属の

Ｕ１２とＵ１３の選手約５０名が歯科診断を受け、連携活動が始まった。今後、 

診断は継続して実施され、２１０７年は、１８５名が受診した。 
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・高大連携の取り組み 

２０１６年９月に、大阪聖母女学院高等学校（現・香里ヌヴェール学院高等

学校）と「教育の連携協力に関する協定」を締結した。 

２０１７年６月３０日に、同高校第１学年スーパーサイエンスコースの生徒

２３名を対象に、「人類を脅かす虫歯菌と歯周病菌」をテーマに出前講義を行っ

た。７月７日、同高校の第１学年のスーパーサイエンスコースの生徒２２名が

楠葉学舎に来学、「虫歯菌と歯周病菌について」の実験に挑戦した。１２月２２

日には、大阪府立槻の木高等学校の第１学年７名が、楠葉学舎に来学、歯科医

療について理解を深めた。２０１８年２月２１日、奈良市・帝塚山高等学校へ

本学教員が出前講義を行った。このように本学では、高大連携の取り組みを積

極的に進めた。 

 

 

Ⅲ．大学院の改革 

 大阪歯科大学大学院歯学研究科は、大学院生に歯学に関する学術の理論及び

応用を教授研究し、その深奥を究めて文化の進展に寄与するとともに、大学院

生を当該専攻分野に関する高度の研究指導者に養成することを目的としている。

そして、入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）、教育課程編成・実

施方針（カリキュラム・ポリシー）、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を

定めている。 

 

１．大学院生の入学者、外国人留学生の増加計画、資質向上への取組等 

 ２０１８年度入試は、２８名の入学者であった。このうち、外国人留学生入

学者の８名をはじめ、２０１６年度から実施した社会人特別入試での入学者は

５名であった。歯科基礎系専攻への志望者を確保する観点から、授業料の半額

免除制度を継続し、この制度を利用して２名の基礎系志願者が入学した。 

大学院生の海外での研究発表は、２０１７年度は１件あり、これに対して研

修費として助成を行った。さらに大学院生の研究１２件に対しても学術研究奨

励助成金として総額で２００万円の助成を行った。また、今年度は大学院特別

講義を２回開講し、大学院生の資質向上を図った。 

 

２．大阪歯科大学学術リポジトリの開設と教育研究業績の公開について 

 文部科学省が推進する学術情報の公開については、学術リポジトリにより、

学位論文内容要旨及び審査結果の要旨は学位授与後３ヶ月以内に、また、学位

論文全文は、学位授与後１年以内に掲載した。 

 また、『大阪歯科大学教育研究論文目録』を刊行し、関係機関や国立国会図書

館などの公的機関に配付するとともに、本学ホームページ（大学トップ＞大学

について＞研究室紹介）に掲載した。 
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３．研究不正行為防止、公的研究費の管理及び知的財産について 

 文部科学省の「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン

（平成２６年８月２６日文部科学大臣決定）」に基づき、学内規程は、「大阪歯

科大学における研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程」「大阪歯科

大学における研究データ等の保管等に関する申し合わせ」を運用し、その徹底

を図った。研究倫理教育として、「研究倫理講習会」を２０１７年９月１４日開

催した。また、大学院生には第１学年を対象に「研究倫理」の講義３コマ（１

コマ９０分）を行った。 

 公的研究費の管理については、文部科学省の「研究機関における公的研究費 

の管理・監査のガイドライン（実施基準）」に基づき、毎年度チェックリストを 

主任教授会、監事の確認後に同省へ提出している。 

医の倫理委員会関係では、「人を対象とする医学系研究に関する講習会」を同 

年９月１３日に開催した。 

 知的財産に関しては、２０１７年度は、発明届受付１件、審査請求１件、特 

許登録２件であった。 

 

４．ティーチング・アシスタント、ポスト・ドクトラルフェロー採用について 

 ティーチング・アシスタントは、学部学生に対する教育補助として１８名を、 

また、ポスト・ドクトラルフェローは、１名を採用した。 

  

 

Ⅳ．附置施設の活動 

【図書館】 

 本学図書館は、楠葉学舎に本館、天満橋学舎、牧野学舎に分室を置き、利用

サービスの充実を図った。教育研究活動及び学生の自学自習のために必要な図

書、学術雑誌、電子媒体を備えた。なお、牧野分室は、２０１７年４月２０日

から開館した。 

 

・蔵書冊数         １８１，９８４冊（前年度比 １．２％増）  

・受入資料冊数         ２，８６３冊（前年度比９７．２％増） 

・電子ジャーナル        ５，１６３冊（前年度比 ６．２％増） 

   

試験期等の期間を定めての休日特別開館、情報提供サービス（医学中央雑誌 Web 

版、電子ジャーナル等）は継続実施した。設備として、ブラウジングコーナー 

に歯学部第６５回卒業生から、ラーニングコモンズのため机、椅子、ホワイト 

ボード、ブックトラックの寄贈を受けた。 

 楠葉学舎本館において iＰａｄ３台の貸し出しや、牧野学舎分室において開館 

情報や各種お知らせを「A-portal」に掲載を開始した。 

 

 



13 

 

【中央歯学研究所】 

口腔科学分野に必要な１０の実験施設と中央材料室があり、単独の講座・教室 

で維持することがむずかしい実験機器を多数設置し、本学の研究の中核施設と 

しての役割を担っている。教育研究用機器備品の整備（ゼータ電位・粒径・分 

子量測定システム ELSZ-2000、大気圧ダメージフリープラズマ PCT-DFMJ01、オ 

スミウムコーターHPC-20 型）、『中央歯学研究所報第９号』を刊行し、学内配付 

とともに国立国会図書館に送付した。中央歯学研究所講演会を、１１月１５日、 

２月２８日、３月１４日の合計３回開催した。 

 

【教育情報センター】 

本学全体におけるネットワーク機器更新・交換、ソフトウェアのバージョンア 

ップ、既存インフラの維持及び運営管理に努めた。 

 マイクロソフト包括ライセンス契約の継続締結、ＯＤＵnet の運用･管理業務、 

コンピュータ･ウイルスへの対策を講じる等、同センター管理運営委員会が迅速 

に取り組んだ。機器備品としては、楠葉学舎１号館、２号館、のディストリビ 

ューションスイッチの更新を行った。 

 

 

Ⅴ．教員人材の整備  

１．教員の資質向上への取組み  

  教員の資質向上への取組みとしてのファカルティディベロップメント（Ｆ

Ｄ）セミナーについては、下記の内容で外部講師を招聘するなどし、合計８

回開催した。 

  

  【２０１７年度ＦＤセミナー開催状況】 

第 1回 4月 21 日（金） 

演題：歯学系ＣＢＴ問題公募要領と問題作成のポイント 

講師：本学教員 3名（本学・田中昭男歯学部長、西川泰央教授、前田博 

   史教授） 

出席者数：140 名 

 

第 2 回 5 月 8 日（月） 

演題：社会が求める医療人養成への兵庫医大の取組 

講師：鈴木敬一郎教授（兵庫医科大学） 

出席者数：175 名 

 

第 3 回 7 月 4 日（火） 

 演題：本学における医学教育センターの活動 

 講師：成瀬 均教授（兵庫医科大学） 

 出席者数：165 名 
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 第 4 回 7 月 27 日（木）（ＳＤ合同開催） 

 演題：情報セキュリティおよび個人情報保護について 

    ‐身近に潜む情報漏洩の危険‐ 

  講師：木村克紀氏（（株）エデュース） 

   出席者数：206 名 

 

  第 5 回 11 月 17 日（金） 

  演題：多職種連携教育の意義と実践について 

  講師：片岡竜太教授（昭和大学歯学部） 

  出席者数：173 名 

    

  第 6 回 11 月 24 日（金） 

 演題：臨床医学教育の改革と歯学系臨床能力試験トライアル 

講師：本学・山本一世教授 

  出席者数：153 名 

 

  第 7 回 12 月 1 日(金) 

  演題：大学に求められる障害のある学生への支援 

講師：村田 淳准教授（京都大学） 

出席者数：170 名 

  

第 8 回 2018 年 2 月 7 日（水） 

 演題：兵庫医大の国家試験対策 

 講師：鈴木敬一郎教授（兵庫医科大学） 

  出席者数：165 名 

 

２．教員任用関係諸規程の改正 

   教員の研究業績向上を図るため「教員候補者資格審査に関する申し合わ 

  せ（２０１７年４月２７日付改正」、「任期制教員の再任用基準に関する申

し合わせ（２０１９年４月１日以降適用）」、「教員の兼務、出張及び研修に

関する内規(２０１７年５月２５日付改正)」をそれぞれ改正した。 

 

 

Ⅵ．外部資金の獲得状況による教育研究の進展  

平成３０年度文部科学省科学研究費助成事業への申請及び採択件数の増加 

のための説明会を９月２８日、９月２９日の２回開催した。 

   平成２９年度の科学研究費を含む外部資金の獲得状況は以下のとおりであ 

った。 
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  〇平成２９年度科学研究費補助金（新規＋継続） 

    基盤研究（Ｂ）            ２件 

    基盤研究（Ｃ）           ３５件 

    挑戦的萌芽研究            ２件 

    若手研究（Ｂ）           ２０件 

    研究活動スタート支援         ４件 

    合計                ６３件 

    補助金交付額 ７４６０万円（間接経費２２３８万円） 

                      合計    ９６９８万円 

  〇平成２９年度私立大学等経常費補助金（一般補助＋特別補助＊） 

（日本私立学校振興・共済事業団） 

                     ３億７５５８万５０００円 

（内、１８２０万５千円は、私立大学等改革総合支援事業） 

  ＊特別補助の内訳 

  ・大学等の国際交流の基盤整備 

（海外からの学生の受入れ、学生の海外派遣、教員の海外派遣、大学等の教育研

究環境の国際化） 

  ・大学院等の機能の高度化（大学院における研究の充実（女性研究者支援）、研究

施設運営支援（中央歯学研究所）） 

  ・授業料減免及び学生の経済的支援体制の充実（卓越した学生に対する授業料減

免等（本学特待生制度） 

  ・私立大学等改革総合支援事業（タイプ１ 教育の質的転換）   

〇平成２９年度学術研究振興資金 

（日本私立学校振興・共済事業団）          ７０万円 

〇難治性疾患実用化研究事業（分担）１件（継続） 

（国立研究開発法人日本医療研究開発機構（ＡＭＥＤ）） 

  ４４２万円（間接経費 ４４万２千円） 

合計     ４８６万２千円 

 〇労災疾病臨床研究補助金事業（分担）１件（継続） 

（厚生労働省）                   ５０万円 

  〇平成２９年度日本･アジア青少年サイエンス交流事業実施補助金 

    （国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ））１６６万７３４円    

 

 

 Ⅶ．附属病院の取り組み 

  本学附属病院では、患者の方々への診療を通じて歯科医学の教育研究を達成

するとともに、地域社会に貢献することを目的としている。その達成のために、

「病院理念」においては、「患者さんの病に共感し、あたたかい医療を提供す

る」ことを理念とし、安全・安心な医療に努めること、良質で高度な先進的医

療の提供、人権を尊重し、公正な医療を行うこと、人間性豊かな、優れた医療
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人の育成を基本方針としている。 

  ２０１７年度も引き続き、地域歯科医療の中核として、地域住民の方々に

高度な歯科医療を提供するとともに、学生教育（臨床実習）、研修歯科医師の

研修の場として、歯科大学附属病院に与えられた使命を果たす取り組みを行

った。 

医療機器の更新等については、今年度はＸ線一般撮影システム、人工透析用 

 水処理装置、傾斜型安全キャビネットの設置を実施した。 

  天満橋学舎附属病院の建物（設備も含む）については、南館が１９６０年、

西館が１９７８年、本館が１９９７年の建設であり、建物の補修、設備の取替

を計画的に実施した。 

   

 １．附属病院組織改革委員会の取り組み 

  ２０１６年４月から、理事会のもとに、法人関係委員会である附属病院組織

改革委員会（以下「改革委員会」）を設置し、患者数増加を第一の目標として

取り組みを行った。 

改革委員会では、検討資料として毎月の来院患者数目標達成状況を確認す

るとともに、附属病院全診療科長（臨床系講座主任教授、診療科責任者）が

出席する病院運営委員会において、上記資料をフィードバックすることによ

り、診療科主体の経営改善の重要な資料とした。 

 さらに改革委員会では、 

（１）全診療科の土曜開院 

（２）附属病院の診療室再編成（本館・南館２階の診療室の再編） 

（３）医科歯科連携の推進 

（４）歯科救急外来の設置 

（５）スペシャルニーズ部門の新設 

（６）病院事務管理体制の見直し 

などの提案がなされ、次年度に向けて鋭意実施に向け取り組んでいくこと

となった。 

  また、附属病院で診療に携わる医員として、「診療系教員」を置くことを決

定し、所属については臨床系講座であり、研究歴、科学研究費申請などの処

遇については別途規程を定めた。 

 

２．診療科について 

２０１７年度から新たな診療科として口腔リハビリテーション科を開設し

た。 

また、総合診療・診断科を分割し、南館２階診療室を総合診療科、本館２階

診療室を口腔診断科とした。   

   

３．２０１７年度患者数・医療収入等 

  ２０１７年度の外来患者数については、２５万９０３７人であり、一日平
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均１０５４．３人であった（開院日数２４２日、土曜日４９日）。なお土曜日

診療は初診・再診を合わせ６，５７１人、一日平均１３４．１人であった。 

同じく、医療収入については、１９億８４７４万円であった。 

 

４．歯科医師の派遣、訪問歯科診療 

  沖縄県、社会福祉法人阪神福祉事業団センター診療所、日本放送協会（大

阪放送局）、大阪府済生会泉尾病院へ医員派遣を行った他、訪問歯科診療とし

ては、国家公務員共済組合大手前病院、関西電力病院において実施している。

また、関西医科大学天満橋総合クリニックからＭＲＩの特殊検査依頼を受け

付けている。 

 

５．歯科医師臨床研修  

  ２０１７年度の修了者は９７名で、前年度より９名減であり、研修歯科医

受入施設数は４７施設であった。臨床研修費等補助金は、７２４７万７千円     

であった。 

  下表は、２０１３年度から２０１７年度の本学の研修歯科医受入人数の推

移である。本学附属病院の受入定員は １６０名であるため、人件費、労力

軽減を考慮し、２０１８年度は定員削減について検討する余地があると思わ

れる。 

 

  本学研修歯科医受入人数の推移                （人）  

    ２０１３

年度 

２０１４

年度 

２０１５

年度 

２０１６

年度 

２０１７

年度 

単独型   ３２   ２２   １８   ２２   １６ 

複合型   ８４   ６８   ７０   ８４   ８１ 

合計 １１６   ９０   ８８  １０６  ９７ 

 

６．附属病院健康セミナーの開催 

   患者数増加施策の一環として、２０１７年８月から月１回、本学教員を

講師として一般の方々を対象に、歯とお口の健康、さらに全身の健康につ

いて、わかりやすく講演する「大阪歯科大学附属病院 健康セミナー」を

開始した。 

この事業は次年度も継続することとなっている。開催日とテーマは以下の

とおりである。 

  ＜２０１７年＞ 

   ８月１９日（土）第１回  「こどものときからの口腔管理～小児歯科  

                 と矯正歯科との連携の必要性～」 

   ９月２２日（金）第２回  「口腔リハビリテーションの重要性」 

  １０月２０日（金）第３回  「睡眠歯科外来‐睡眠時無呼吸症に対する 

                 歯科の取り組み‐」 
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  １１月１８日（土）第４回  「子どもの受け口」 

  １２月２２日（金）第５回  「インプラントと上手なお付き合い」 

 

  ＜２０１８年＞ 

   １月１９日（金）第６回  「歯科金属アレルギーのお話 

‐口の中の金属‐」 

    ２月 ２日（金）第７回  「歯周病を治すためには！」 

    ３月 ２日（金）第８回  「口腔癌の早期発見を目指して」 

 

７．病診連携講演会・懇談会 

   例年行われている病診連携講演会・懇談会は、２０１７年度で１５回目

を迎え、２０１８年２月２４日（土）に開催された。講演テーマは「難治

性根尖性歯周炎の診断と治療」であった。 

   本院へは、毎年約２，５００の医療機関から患者紹介があり、今年度紹

介された新患者数は１万７０２人であった。 

  

８．地域医療連携 

  ・２０１７年度も引き続きＣＴ、ＭＲＩ、コーンビームＣＴ及び病理組織

検査を地域の歯科診療所の先生方に利用していただき、地域歯科医療を

支援してきた。 

 

・「大手前病院・大阪歯科大学附属病院協力医療機関定例連絡協議会」を３

ヶ月に１回開催し、医療連携の維持強化に努めている。 

 

・施設基準「感染防止対策加算１」を届出ている大手前病院と連携し、施設

基準「感染防止対策加算２」を届出ている。同じ施設基準で大手前病院と

連携しているコープ大阪病院と共に、施設基準の要件の１つである年４回

の合同カンファレンスを開催するなど、連携して院内感染防止の向上に努

めている。 

    

  ・枚方市との連携事業である「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」に

ついては、「健康医療キャラバン事業」として、８月２３日に附属病院総

合診療科医員が、大阪府立むらの高等支援学校で、さらに１１月９日、

１６日の両日に枚方市立杉中学校で「歯磨き・口腔ケアに関する講座」

を行った。 

 

９．院内感染対策講習会、医療安全講習会、医療機器安全管理講習会等の開催 

   ２０１７年度は下記の日程で開催され、多数の教職員が受講した。 

  ・院内感染対策講習会 

  ４月２４日「針刺し切創対策について」 
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  ６月 ６日「Clean Hands Safe Hands ～手指衛生がきっとできるように

なる秘訣～」 

  ６月２３日「標準予防策（Standard Precaution）の重要性～当院におけ

る手指衛生徹底への取り組み～」  他７回開催 

 ・医療安全講習会 

６月２２日「反社会的勢力、クレーマー対応」  他７回開催 

    その他、医薬品安全管理講習会（４回）、医療機器安全管理講習会（９回） 

   を開催した。 

 

１０．歯学部附属病院医療事故防止のための相互チェック 

    ２０１７年１２月１８日に東京医科歯科大学歯学部附属病院（実施責任

校）、日本歯科大学附属病院による相互チェックを受け、特段の指摘もなく

終了した。 

    一方、本学の担当者は、２０１７年１２月２２日には日本歯科大学附属病

院、１２月２６日には鹿児島大学病院をそれぞれ訪問し、チェックを行った。 

        

１１．エコロジーガーデンの導入 

    ２０１７年４月８日から、地球環境保全と患者様のアメニティの向上のた

めに、企業の協賛を得て院内緑化エコロジーガーデンを導入した。“エコロ

ジーガーデン” は CO2（二酸化炭素）や VOC（揮発性有機化合物）の吸収に

優れ、臭気の除去能力が高く、また、マイナスイオン発生能力にも優れた観

葉植物（エコ・プラント）と、活性炭や石灰岩を特殊加工した土壌（エコ土）

を用いた室内緑化である。本事業は、次年度以降も継続することとしている。 

 

 

Ⅷ．医療保健学部の展開 

１．設置の経緯・趣旨 

 大阪歯科大学医療保健学部口腔保健学科・口腔工学科は、超高齢社会が必要 

とする優れた歯科医療人を養成し、口腔の健康を通じて国民が健康で安心して

暮らせる社会づくりに貢献することを設置の趣旨とし、アドミッション・ポリ

シーを策定した。 

医療保健学部が求める学生は、「思いやりの心を持ち、人と温かく接して協調

性とコミュニケーション能力に優れ、医療と福祉に高い関心と学習意欲を持ち、

社会に貢献できる医療人となるための絶え間ない学習と努力ができる者」とす

る。各学科においてのアドミッション・ポリシーは以下の通りである。 

【口腔保健学科】 

口腔の健康に寄与するためには、自己管理ができることが必要である。ま

た、多職種連携のためには協調性が重要である。さらに、歯科医療の発展の

ために独創性がある発想を持つことが必要であり、口腔保健学科として次の

ような学生を求める。 
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・ 口腔保健学を学ぶに当たり、十分な基礎学力を有する者 

特に「英語」、「数学」、「国語」及び「生物」について高等学校までに履

修した、教科書レベルの基礎的な知識を有する者 

・ 既存の概念にとらわれず、知識や技術への旺盛な探究心を持ち、向上に

取り組む志を持つ者  

・ 他者の話を聞き、協調して問題に取り組める者 

・ 自己の健康管理ができる者 

・ 人の健康の維持と増進に貢献する意欲がある者 

・ 口腔の衛生管理に強い関心がある者                   

【口腔工学科】 

口腔の健康に寄与するためには、自己管理ができることが必要である。ま

た、多職種連携のためには協調性が重要である。さらに、口腔装置の製作技

術に優れ発展させるためには科学技術への関心と開発への興味が必要であ

り、口腔工学科として次のような学生を求める。 

・ 口腔工学を学ぶに当たり、充分な基礎学力を有する者 

・ 特に「外国語(英語)」、「数学」、「国語」、「生物」、「物理」及び「化学」

について高等学校までに履修した、教科書レベルの基礎的な知識を有す

る者 

・ 既存の概念にとらわれず、知識や技術への旺盛な探究心を持ち、向上に

取り組む志を持つ者 

・ 科学技術に関心がある者 

・ 他者の話を聞き、協調して問題に取り組める者 

・ 自己の健康管理ができる者 

・ 人の健康の維持と増進に貢献する意欲がある者 

 

２．学生の受け入れ 

上記のアドミッション・ポリシーに基づいて、２０１７年度のオープンキ

ャンパスを実施した。 

 【２０１７年】 

  第１回  ４月 ２日（日) 楠葉学舎  ５３名 

  第２回  ５月１４日（日）牧野学舎  ６４名  

  第３回  ６月１８日（日）牧野学舎  ６５名 

   第４回  ７月２３日（日）牧野学舎 １３６名（入試対策講座開催） 

   第５回  ８月１５日（火）天満橋学舎 ８９名（附属病院見学） 

  第６回  ９月１８日（月）牧野学舎  ７１名（入試対策講座開催） 

  第７回 １０月 ９日（月）牧野学舎  ３６名 

   第８回 １２月１０日（日）牧野学舎  ３６名 

 【２０１８年】 

  第９回   ３月１８日（日）牧野学舎  ９１名       

  以上９回開催し、参加延べ人数は、高校生・保護者を含め延べ６４１名で
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あった。 

  その他、高校訪問、近畿・中四国を中心に２７会場での進学説明会、大阪 

 府・兵庫県を中心に高等学校６０校の校内進学ガイダンスに参加した。 

  高等学校の進路指導教諭への入試説明会を開催し、京阪電車内のポスター

広告を実施した。さらに受験情報検索サイトへの入試情報の掲載、広報チラ

シの近畿圏の１０００校を超える高等学校、大阪府歯科医師会、本学歯科技

工士専門学校同窓会会員等への送付など積極的に広報活動を展開した。 

  そして、２０１８年度医療保健学部入学試験は、推薦入試、一般入試（前

期・後期）、大学センター試験利用入試、推薦入試、特別入試の区分で実施さ

れた。その結果、志願者は、口腔保健学科で１０６名、口腔工学科で２５名

であり、うち入学者は、口腔保健学科７７名、口腔工学科１７名であった。 

 

３．学修への取り組み 

  医療保健学部では、前記のアドミッション・ポリシーの他、カリキュラム･

ポリシー、ディプロマ・ポリシーを定め、様々な課題解決のため精力的に取

り組んだ。 

  基礎科目として、「キャリア教育」「教養教育」「情報教育」「語学教育」専

門基礎科目として、「基礎系口腔科学」「社会系口腔科学」専門科目として「臨

床系専門科目」「総合医学教育」「臨床教育」「総括教育」の１２５単位が４年

間の要卒単位数である。 

 歯学部と同様に、ＯＤＵソーシャルコミュニティを開設しており、第 1学年

次学生と教職員が牧野駅周辺の清掃活動及び地域住民の方々へ朝の挨拶を行

った。また、本学附属病院での早期臨床体験学習は、卒業後の歯科技工士、歯

科衛生士としての役割の一つである多職種連携へのモチベーションを高める

ために大いに役立った。 

 医療保健学部のもう一つの特色である社会福祉士コースは、第１学年次の希

望者が受講し、国家試験受験資格を得るため学修に励んでいるところである。 

全学生へのタブレットＰＣの貸与を生かし、学修支援ポータルサイト

「A-portal」による最新の授業時間割、試験関係のお知らせの配信、授業用Ｓ

ＮＳ「melly」を使ったタイムラインによる科目担当教員からの注意事項や、

学生からの質問受付、課題提出が容易に行えるシステムを計画した。 

  学生生活の指導体制として学科・学年別に「指導教授」と「助言教員」が

置かれ、学生の学習状況に応じたアドバイスや指導を行った。また、学生支

援室を置き、学業だけでなく生活面、健康面など学生生活全般にわたったき

め細かな支援を行った。 

  オフィスアワーを設けて、学生からの授業に関する質問を受付ける体制を

整備した。また、学生が快適に学習できるために、学生ホール、コンピュー

タ演習室、図書館牧野分室に自習スペースを設けた。 

  就職、進学に関する支援を行うキャリアセンターを設置し、専任教職員が

対応できる体制を整えた。 
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４．大学院医療保健学研究科の設置について 

  医療保健学部を基礎とする大学院医療保健学研究科（修士課程：２年）が

２０１７年８月に設置認可となった。 

  同研究科は、高度な専門的知識と技能を持つとともに歯科医療の変革に応

じられる歯科医療人、並びに歯科衛生士や歯科技工士の専門性を生かした研

究を通じて歯科医療の発展に貢献できる人材を養成して歯科医療の発展と

人々の健康の増進に寄与することを目的としている。 

  ２０１７年９月１７日、１０月９日の両日には、同研究科説明会を牧野学

舎にて開催した。２０１８年度入試は、一般一次を１２月に、同二次を２０

１８年１月に、同三次を３月に実施し、定員１０名を超える１４名の大学院

１期生を確保した。 

 

 

Ⅸ．歯科技工士専門学校、歯科衛生士専門学校 

  歯科技工士専門学校は、特色ある歯科医療専門職教育を行い、２０１７年 

 度国家試験の合格率は９０％であった。また今期の歯科技工士学科及び専攻

科の卒業生の就職状況は、希望者全員が歯科医院、歯科技工所への就職が決

まった。また１名の進学者もあった。 

  同校の沿革を簡単に示すと、１９６４年４月大阪歯科大学付属歯科技工士

養成所として開設され、その後、１９６７年３月同大学付属歯科技工士学校、

ついで１９７６年４月大阪歯科大学歯科技工士専門学校に改称となり、特色

あるカリキュラムにより優秀な医療人の育成を続けた。２０１７年４月医療

保健学部口腔工学科への改組転換により、２０１８年３月３１日をもってそ

の５４年の歴史に幕を閉じた。 

  歯科衛生士専門学校は、特色ある歯科医療専門職教育を行い、２０１７年 

 度国家試験の合格率は１００％であった。今期の求人数は９４５件であり、 

 卒業生は、全員が歯科医院、本学附属病院、総合病院、歯科関係企業への就

職が決った。 

 

 

 Ⅹ．法人・大学の管理運営 

  本学は、前年度に引き続き、限られた収入の中から教育・研究・診療の各

活動の活性化に努めるとともに、人材育成、施設設備の整備、業務改善を進

めた。 

 

 ・医療保健学部の設置認可に伴い、基本規程である寄附行為、大学学則、大

学院学則の改正、各種委員会規程の施行と改正、事務組織の改正（医療保健

学部事務室の設置）を行った。 

 ・大学ホームページを充実させ、本学の特色について広報活動を活発に行っ

た。大学公式フェイスブック及びＬＩＮＥ＠を更新し、ステークホルダーの
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ニーズを的確に把握するように努めている。   

 ・環境省が推進しているスーパークールビズ、ウォームビズを本学理事会決

定で実施し、夏季及び冬季の省エネルギー意識の高揚に努めた。 

・２０１７年度より楠葉学舎での諸会議のペーパーレス化を行う契機として、

iｐａｄペーパーレス会議システムを導入した。 

・人材育成について、職員のＳＤが大学設置基準で義務化されたことを受けて

「大阪歯科大学ＳＤ実施方針」を定め、２０１７年には、「情報セキュリティ

および個人情報保護」（ＦＤセミナーと合同開催）「学校の役割と高等教育業界

の現状と今後」「大学職員の役割」のＳＤを行った。そして年度の締めくくり

のＳＤとして「事務職員意見交換会」により各部署の業務の現状と課題等をグ

ループ討議により深めた。 

・教職員に対する人権意識向上の一環としての「人権講演会」は、本学人権教

育室教員により「大学教育における障害学生の支援の動向」と題して開催し、

多数の教職員の出席を得た。 
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１．2017年度学生数（2017年 5月 1日現在）         （ ）は女子 

   歯学部 第１学年 １３１ （６７）  大学院 第１学年 ３５ （１２） 

       第２学年 １３７ （６１）      第２学年 ３０ （ ６） 

       第３学年 １３７ （６０）      第３学年 ２３ （ ６） 

       第４学年 １４３ （７０）      第４学年 １７ （ ４） 

       第５学年 １４８ （５１）          １０５ （２８） 

       第６学年 １３４ （６２）       

            ８３０（３７１)            

 

   医療保健学部 第１学年 口腔保健学科４８（４８） 口腔工学科１０（２） 

 

   歯科技工士専門学校 ２年 １０（４）   専攻科２年  １（０） 

 

   歯科衛生士専門学校 ２年  ４２（４２） 

             ３年  ４３（４３） 

                 ８５（８５） 

 

２．第111回歯科医師国家試験の結果  2018年 3月 19日合格発表 

 

３．2018年度入学試験状況 

 

学部・研究科 選抜区分 志願者数 合格者数 入学者数 

歯学部 

推薦 ６６ ４４ 

１２８ 

一般前期 ３０４ ６０ 

一般後期 １０２ ６ 

センター前期 １０４ ３ 

センター後期 ２３ ３ 

プラス１前期 ８６ ７ 

プラス１後期 ２０ ２ 

外国人留学生 ３ ３ 

編入前期 ３ ２ 
２ 

編入後期 ３ ０ 

 （総 数） （新 卒） （既 卒） 

受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 受験者数 合格者数 合格率(%) 

本学 

全国 

184 

3,159 

115 

2,039 

62.5 

64.5 

90 

1,932 

74 

1,505 

82.2 

77.9 

94 

1,227 

41 

534 

43.6 

43.5 

［附属資料］ 
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学部・研究科 選抜区分 志願者数 合格者数 入学者数 

医

療

保

健

学

部 

口腔保健学科 

推薦A ３８ ３８ 

７７ 

推薦B ８ ６ 

推薦 ２０ ２０ 

一般前期 １９ １４ 

一般後期 ８ ６ 

センター前期 ８ ７ 

センター後期 ３ ３ 

社会人特別 ０ ０ 

帰国生特別 ０ ０ 

外国人特別 ２ ２ 

口腔工学科 

推薦A ６ ６ 

１７ 

推薦B １ １ 

推薦 ３ ３ 

一般前期 ７ ４ 

一般後期 ３ ３ 

センター前期 ３ ３ 

センター後期 ０ ０ 

社会人特別 ０ ０ 

帰国生特別 ０ ０ 

外国人特別 ２ ２ 

歯学研究科 

一般一次 ５ ４ 

２８ 

一般二次 １３ ９ 

一般三次 ３ ３ 

社会人特別一次 ３ ３ 

社会人特別二次 ２ ２ 

外国人留学生特別選抜 ８ ８ 

医療保健学研究科 

一般一次 ５ ４ 

１４ 一般二次 ７ ７ 

一般三次 ３ ３ 

 

４．医療保健学部開設  2017年 4月 1日 

 

５．2016年度会計実査  2017年 4月 4日（火） 

 

６．大学歯学部・大学院入学式  2017年 4月 5日（水）午前10時（於：楠葉学舎） 
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７．大学医療保健学部入学式  2017年 4月11日（火）午前10時（於：楠葉学舎） 

 

８．新入生研修 

  ・歯学部  2017年 4月 5日、6日、7日（於：楠葉学舎） 

・医療保健学部  2017年 4月 12日（水）午前9時（於：牧野学舎） 

 

９．2017年度ＦＤセミナー（本文参照） 

 

10．歯学部第1学年薬物乱用防止講演会 

  2017年 5月 10日（水）午前9時（於：楠葉学舎） 

 

11．2016年度監事監査  2017年 5月 15日、16日（於：楠葉学舎） 

 

12．解剖体慰霊祭  2017年 5月 26日（金）午後1時（於：四天王寺） 

 

13．歯学部父兄会・共済会総会（於：楠葉学舎） 

   2017年 6月 24日（土）午後1時 父兄出席者数279名 

 

14．オープンキャンパス 

１）歯学部オープンキャンパス（於：楠葉学舎，第2回のみ天満橋学舎）   

  ・第1回 2017年 7月 17日（月）158名参加（うち，学生75名） 

  ・第2回 2017年 8月 10日（木）87名参加（うち，学生48名） 

  ・第3回 2017年 8月 20日（日）103名参加（うち，学生66名） 

  ・第4回 2017年 9月 18日（月）129名参加（うち，学生64名） 

２）医療保健学部オープンキャンパス（本文参照） 

 

15．第49回全日本歯科学生総合体育大会（当番校：愛知学院大学歯学部） 

   2017年 8月 1日（火）～8月10日（木） 本学は総合第4位 

 

16．2017年度人権講演会 

   2017年 8月 30日（於：100周年記念館） 

テーマ「大学教育における障害学生支援の動向」講師：人権教育室 李 嘉永講師 

 

17．第25回公開講座（本文参照） 

 

18．第6学年父兄会  2017年 10月 1日（日）午後2時（於：100周年記念館） 
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19．2017年度地方父兄会（山陽地区：岡山県、広島県、山口県） 

   2017年 10月 8日（日） 保護者15名出席（於：広島ガーデンパレス） 

 

20．解剖体遺骨返還式  2017年 10月 16日（火）午後2時（於：楠葉学舎） 

 

21．2017年度大学祭（テーマ：power of smile） 

  ・体育祭 2017年 10月 21日（土）（於：牧野学舎） 

  ・文化祭 2017年 10月 28日（土）、29日（日）（於：楠葉学舎） 

 

22．実験動物慰霊祭  2017年 11月 17日（金）12時 35分（於：楠葉学舎講堂） 

 

23．2017年度防災・防火訓練   楠葉学舎  2017年 12月 11日（月） 

                牧野学舎  2017年 12月 1日（金） 

                天満橋学舎 2017年 12月 15日（金） 

 

24．平成29年度臨床能力試験トライアル 

  ・一斉技能試験 2017年 12月 20日 

  ・臨床実地試験 2017年 12月 21日（医療系大学間共用試験実施評価機構視察者等来学） 

 

25．2017年全学教職員忘年慰労会  2017年 12月 28日（於：天満橋学舎） 

 

26．2018年新年互礼会  2018年 1月 5日（於：楠葉学舎） 

 

27．教授退職記念講演会（於：100周年記念館） 

   2018年 2月 25日（日）（於：100周年記念館） 

    大浦清主任教授（13：10～），西川泰央主任教授（13：55～） 

森田章介主任教授（14：40～），大久保直主任教授（15：25～） 

 

28．2017年度共用試験歯学系CBT並びにOSCE 

  ・CBT  2018年 2月 27日（火）午前9時30分（於：楠葉学舎） 

  ・OSCE 2018年 3月 18日（日）午前9時（於：天満橋学舎） 

 

29．2017年度卒業式並びに大学院学位認証式 

   2018年 3月 9日（金）午前10時（於：楠葉学舎） 

 

30．2017年度歯科医師臨床研修修了証授与式 

2018年 3月 27日（火）午後2時30分（於：天満橋学舎） 
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31．大阪歯科大学三つのポリシー改正 

 

32．口腔リハビリテーション科開設並びに診療系教員職の新設 

 

33．大学院医療保健学研究科設置認可（平成29年 8月 29日付） 

  ・口腔科学専攻（修士課程），修業年限2年，授与する学位：修士（口腔科学） 

  ・2018年 4月 1日牧野学舎に開設，入学定員10名，収容定員20名 

 

34．歯学部特待生の採用   

 2年から6年の各学年3名、計15名に対し授業料100万円免除 

 

35．大学学内奨学生選考 

   3名の学生に対して総額2,150,000円の奨学金を貸与 

 

36．2018年度研修歯科医の募集定員 

   単独研修方式20名、複合研修方式120名 

 

37．学位授与 

   学位記番号 甲第 813号～ 832号 20名に学位記授与 

   学位記番号 乙第1607号～1610号  4名に学位記授与 

 

38．歯学部教員が優秀発表賞等受賞 

  ・小児歯科学講座 篠永ゆかり講師 / 第 55回日本小児歯科学会大会優秀発表賞、

SHOFU AWARD 

  ・小児歯科学講座 河合咲希助教 / 第 55回日本小児歯科学会大会優秀発表賞 

  ・薬理学講座 河合まりこ講師 / 第 37回日本歯科薬物療法学会学術大会優秀発表賞 

 

39．2017年度法人理事会・法人評議員会・歯学部主任教授会・歯学部教授会・医療保健学

部教授会・歯学研究科会議・医療保健学研究科会議 

 １）法人理事会 16回開催 

   （2017年 4月 27日、5月25日(2回)、6月 30日、7月 27日、8月24日、 

9月 28日、10月 26日、11月 30日、12月 28日、2018年 1月 25日、 

2月 15日(2回)、2月 22日、3月22日(2回)） 

 ２）法人評議員会 3回開催 

   （2017年 5月 25日、2018年 2月 15日、3月22日） 

 ３）歯学部主任教授会 28回開催 

   （2017年 4月 12日、4月26日、5月10日、6月14日、7月14日、7月19日、 
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8月 9日、8月23日、9月6日、9月13日、10月 11日、10月 19日、11月 8日、 

11月 24日、11月 30日、12月 6日、12月 13日、2018年 1月 10日、1月17日、 

1月 26日、2月1日、2月7日、2月14日、2月23日、3月2日、3月8日、 

3月 14日、3月29日） 

 ４）歯学部教授会 2回開催 

（2017年 4月12日、2018年 3月 29日） 

 ５）医療保健学部教授会 18回開催 

（2017年 4月4日、4月19日、5月17日、6月21日、7月19日、8月16日、 

9月 20日、10月 18日、11月 2日、11月 15日、12月 1日、12月 20日、 

2018年 1月 17日、2月2日、2月21日、3月9日、3月20日、3月29日） 

 ６）歯学研究科会議 16回開催 

（2017年 4月26日、5月24日、6月28日、7月26日、8月23日、9月27日、 

10月 11日、10月 25日、11月 22日、12月 27日、2018年 1月 24日、2月14日、 

2月 23日、3月2日、3月14日、3月29日） 

 ７）医療保健学研究科会議 11回開催 

（2017年 9月20日、10月 18日、11月 10日、11月 15日、12月 8日、12月 20日、 

2018年 1月 17日、2月9日、2月21日、3月7日、3月20日） 

 

40．本学関係 叙勲の受章者 

   大学14回 和田 勝 広島県 旭日双光章 共12名 

 

41．教職員数（2017年５月1日現在：３６５名） 

１）大学  ３５４名 

   教員数 １９１名  

     学長１名 

歯学部 １５２名 

主任教授２４名、専任教授４名、准教授２４名、講師５０名、助教５０名 

  医療保健学部 １５名 

   教授７名、准教授３名、講師２名、助教３名 

  附属病院 ２３名 

   病院教授１名、准教授４名、講師９名、助教９名 

   職員数 １６３名 

    事務・技術７７名、医療８５名、労務１名 

 ２）歯科技工士専門学校 ５名 

    教員３名、事務２名 

 ３）歯科衛生士専門学校 ６名 

    教員５名、事務１名 
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42．人事 

 １．法人関係 

１）任期満了に伴う理事退任  田中 昭男 共3名（2018年 3月31日付） 

２）評議員就任  辻林 徹 

  ３）任期満了に伴う評議員退任  大浦 清 共38名（2018年 3月 31日付） 

 ２．名誉教授称号授与  佐ノ木幸夫 共3名 

 ３．退職 

１）定年退職  生理学講座 主任教授 西川 泰央 共10名 

２）依願退職  歯科保存学講座 助教 恩田 康平 共19名 

３）任期制教員任期満了退職  耳鼻咽喉科 准教授 馬場 一泰 共4名 

  ４）再雇用契約満了退職  中央歯学研究所 研究技術職員 堀 英明 共3名 

 ４．昇任 

  １）歯学部准教授  口腔治療学講座 講師 至田 宗泰 共2名 

  ２）歯学部講師  欠損歯列補綴咬合学講座 助教 小正 聡 

  ３）職員  設置事務室 課長 辻 知幸 共5名 

 ５．任用 

  １）定年延長に伴う歯学部主任教授  病理学室 田中 昭男 

  ２）歯学部主任教授  口腔病理学講座 博士（歯学） 富永 和也 共2名 

  ３）歯学部専任教授  中央歯学研究所 博士（歯学） 橋本 正則 共2名 

  ４）医療保健学部教授  口腔保健学科 歯学博士 小正  裕 共 7名 

  ５）医療保健学部准教授  口腔保健学科 博士（歯学） 神 光一郎 共3名 

  ６）歯学部講師  高齢者歯科学講座 博士（歯学） 川本 章代 

  ７）医療保健学部講師  口腔保健学科 修士（福祉社会学） 久保 樹里 共2名 

８）歯学部助教  英語教室 修士（文学） 岡 隼人 共8名 

  ９）医療保健学部助教  口腔保健学科 修士（教育学） 前岨 亜優子 共3名 

10）診療系講師  口腔リハビリテーション科 博士（歯学） 島田 明子 

11）診療系助教  保存修復科  博士（歯学） 横田 啓太 共6名 

  12）大学院教員 

     大学院教授 髙橋 一也 共2名、大学院准教授 西浦 亜紀 

大学院講師 河合 まりこ、大学院助教 嘉藤 弘仁 共2名 

  13）大学事務局長  児玉  孝 

  14）看護師  附属病院 島本 真有 共4名 

  15）任期付職員の専任職員登用  設置事務室 課長補佐 辻 知幸 共11名 

  16）任期付職員新規採用  総務課 事務職員 清原 春香 共15名 

 ６．歯学部任期制教員任期更新  歯科保存学講座 助教 保尾 謙三 共6名 

 ７．リサーチ・アシスタント採用  口腔インプラント学 １年 黄 安祺 共3名 

 ８．診療系助教異動  高齢者歯科 助教 井上 太郎 
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９．所属異動  歯科医学教育開発室 専任教授 王 宝禮 共5名 

 10．兼務  病院事務部 事務部長 田中 武昌 共4名 

 11．兼務解除  障がい者歯科 科長 中嶋 正博 

 12．在籍出向 

  総合診療科 講師 谷岡 款相（出向先：独立行政法人医薬品医療機器総合機構） 

 13．定年延長  施設課 課長 田中  修 共 2名 

14．定年退職後再雇用  中央歯学研究所事務室 事務職員 村上 よし子 共3名 

15．定年退職後再々雇用  中央歯学研究所 技術職員 堀  英明 共2名 

 16．委嘱 

  １）大学役職者 

     歯学部長         田中 昭男 

     医療保健学部長      小正  裕 

図書館長         大浦  清 

附属病院副病院長     田中 武昌 

     口腔保健学科長      和唐 雅博 

     口腔工学科長       柿本 和俊 

  ２）医療保健学部キャリアセンター長  中塚 美智子 

  ３）歯学部特任教授  歯科医学教育開発室 松本 秀範 共2名 

  ４）客員教授  厚生労働省近畿厚生局 局長 丸山 浩 共10名 

  ５）医療保健学部客員教授  歯科東洋医学室 特任教授 方 一如 

  ６）客員准教授  大阪歯科大学 元准教授 好川 正孝 

  ７）客員講師  大阪歯科大学 元講師 小川 文也 

  ８）Visiting Professor 

 韓国慶熙大学校歯科大学 主任教授 Young-Guk Park 共 9名 

  ９）2017年度歯学部講師（非常勤） 解剖学講座 清水 孝治 共382名 

2017年度医療保健学部講師（非常勤） 荒井 昌海 共35名 

（2017年 4月1日付） 

  10）臨床教授  臨床研修教育科 前田 照太 共3名 

  11）医員18名 

  12）病院医員65名 

13）ティーチング・アシスタント  病理学 2年 竹内 友規 共18名 

14）ポストドクトラルフェロー  欠損歯列補綴咬合学 蘇 英敏 

15）学生相談室カウンセラー  臨床心理士 辻野 達也 共3名 

  16）医務室嘱託医師  大阪大学医学部 講師（医師） 木田 博 共2名 

  17）予算委員会委員長  下村錢三郎 

  18）学年指導教授 

     1年・2年 藤原 眞一、王  宝禮 3年・4年 三宅 達郎、今井 弘一 
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5年・6年 前田 博史、梅田  誠 

  19）2017年度学友会会長  主任教授 松本 尚之 

 

43．学外活動 

 １）教授海外視察  歯周病学講座 主任教授 梅田 誠 

２）教員海外研修  化学教室 講師 牧田 佳真 

 ３）教員海外出張  薬理学講座 講師  河井 まりこ 共32件 

４）共同研究員受入  山西医科大学口腔医学院 研究員 王丹 共7名 

 ５）国際交流 

  (1) 海外協定校との交流（本文参照） 

(2) コロンビア大学から感謝状授与（6月26日） 

 

44．補助金・助成金 

 １）2017年度大阪歯科大学学術研究奨励助成金交付（12件）2,00,000円 

 ２）2017年度大阪歯科大学学術研究奨励資金 2,200,000円 

  ・研究課題「安全性の高いiPS細胞由来間葉系幹細胞調達方法の探索」 

   （内700,000円は、日本私立学校振興・共済事業団より平成29年度学術研究振興資

金として交付） 

 ３）平成29年度科学研究費補助金交付（文部科学省）（本文参照） 

 ４）平成29年度私立大学等経常費補助金交付額  375,585,000円 

（内18,205,000円は私立大学等改革総合支援事業） 

 ５）平成29年度臨床研修費等補助金交付額  72,477,000円 

 ６）国際交流助成 

    薬理学講座 講師 河井まりこ 共10件に対し1,937,900円の助成 

 ７）寄贈 

    中村 宏 氏（本学附属病院患者様）から，病院経費への充当を目的として500,000

円 共 6件 

 

45．諸規程 

１）大阪歯科大学の諸規則の制定等に関する規則 

２）大阪歯科大学学則（一部改正） 

３）学校法人大阪歯科大学管理運営規則（一部改正） 

４）大阪歯科大学教員任用規程（一部改正） 

５）学校法人大阪歯科大学教員の定員等に関する規程（一部改正） 

６）学校法人大阪歯科大学教員の定員等に関する規程改正に伴う任期付教員の再任用に

関する申し合わせ（一部改正） 

７）学校法人大阪歯科大学教員の任期に関する規程（一部改正） 
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８）大阪歯科大学教員選考規程（一部改正） 

９）教員候補者資格審査に関する申し合わせ（一部改正） 

10）大阪歯科大学診療系教員選考規程（施行） 

11）診療系教員に関する申し合わせ（施行） 

12）大阪歯科大学歯学部教授会・主任教授会規程（一部改正） 

13）大阪歯科大学学費等納付金規程（一部改正） 

14）楠葉学舎施設使用規程（一部改正） 

15）大阪歯科大学医療保健学部教授会規程（施行） 

16）大阪歯科大学医療保健学部入試委員会規程（施行） 

17）大阪歯科大学医療保健学部教務部委員会規程（施行） 

18）大阪歯科大学医療保健学部学生部委員会規程（施行） 

19）大阪歯科大学医療保健学部カリキュラム委員会規程（施行） 

20）大阪歯科大学医療保健学部キャリア支援委員会規程（施行） 

21）大阪歯科大学医療保健学部生涯学習委員会規程（施行） 

22）大阪歯科大学医療保健学部履修規程（施行） 

23）大阪歯科大学医療保健学部社会福祉士コースに関する細則（施行） 

24）大阪歯科大学の諸規則の制定等に関する規則（施行） 

25）学校法人大阪歯科大学嘱託規程（一部改正） 

26）学校法人大阪歯科大学給与規程（一部改正） 

27）学校法人大阪歯科大学教育職嘱託給与規程（施行） 

28）学校法人大阪歯科大学事務組織及び事務分掌規程（一部改正） 

29）学校法人大阪歯科大学事務組織表（一部改正） 

30）学校法人大阪歯科大学経理規程（一部改正） 

31）学校法人大阪歯科大学予算執行規程（一部改正） 

32）大阪歯科大学奨学金貸与規程（一部改正） 

33）助言教員・特別アドバイザーに関する申し合わせ（一部改正） 

34）研修歯科衛生士（非常勤）規程（施行） 

35）大阪歯科大学附属病院中央滅菌材料室運営委員会規程（一部改正） 

36）材料薬品等管理運営委員会規程（一部改正） 

37）院内感染防止委員会規程（一部改正） 

38）大阪歯科大学歯科技工士専門学校学則（一部改正） 

39）大阪歯科大学歯科衛生士専門学校学則（一部改正） 

（以上、2017年 4月 1日付） 

40）大阪歯科大学ホームページの運用・管理規則（一部改正） 

（2017年 4月27日付） 

41）教員の兼務、出張及び研修に関する内規（一部改正） 

（2017年 5月25日付，2018年 4月1日より適用） 
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42）大阪歯科大学附属病院規程（一部改正） 

43）大阪歯科大学附属病院運営委員会規程（一部改正） 

（以上 2017年 5月 25日付） 

44）学校法人大阪歯科大学個人情報保護委員会規程（施行） 

45）学校法人大阪歯科大学個人情報取扱規程（施行） 

46）学校法人大阪歯科大学個人データの取扱いに関する細則（施行） 

（以上 2017年 5月 30日付） 

47）学校法人大阪歯科大学旅費規程（一部改正） 

 48）公印規程（一部改正） 

（以上 2017年 6月 30日付） 

49）大阪歯科大学学費等納付金規程（一部改正） 

50）大阪歯科大学附属病院リスクマネージャ部会規程（施行） 

（以上 2017年 7月 27日付） 

51）大阪歯科大学附属病院医療安全管理委員会規程（一部改正） 

（2017年 8月24日付） 

52）学校法人大阪歯科大学寄附行為（一部改正） 

（平成29年 8月 29日付、平成30年 3月 28日付） 

53）病棟管理運営委員会規程（一部改正） 

54）医療事故調査に関する規程（施行） 

55）院内診療情報管理運営委員会規程（一部改正） 

（以上 2017年 9月 28日付） 

56）学校法人大阪歯科大学給与規程（一部改正） 

（2017年 10月 26日付，2018年 4月1日より適用） 

57）昇給・降給に関する取扱細則（一部改正） 

58）昇格・降格に関する取扱細則（一部改正） 

（以上 2017年 10月 26日付） 

59）任期制教員の再任用基準に関する申し合わせ（一部改正） 

（2017年 11月 30日付） 

60）学校法人大阪歯科大学教員の定員等に関する規程（一部改正） 

（2017年 12月 28日付，2018年 1月25日付） 

61）大阪歯科大学診療系教員選考規程（一部改正） 

62）診療系教員に関する申し合わせ（一部改正） 

63）学校法人大阪歯科大学特任教授規程（一部改正） 

64）大阪歯科大学客員教員規程（一部改正） 

（以上 2018年 1月 25日付） 

65）大阪歯科大学歯学部学業成績評価に関する規程（一部改正） 

66）大阪歯科大学歯学部教授候補者選考委員会規程（一部改正） 
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67）大阪歯科大学臨床准教授等の称号の付与に関する規則（一部改正） 

（以上 2018年 2月 22日付） 

68）学校法人大阪歯科大学講師（非常勤）就業規則（施行） 

69）学生の通学が困難となる事由が発生した場合の授業等の取扱い規程（一部改正） 

70）臨床実習連絡委員会規程（一部改正） 

71）学校法人大阪歯科大学臨床研究利益相反管理規程（一部改正） 

72）大阪歯科大学附属病院病院情報システム管理運用規程（一部改正） 

73）大阪歯科大学転学科の取扱いに関する規程（施行） 

74）大阪歯科大学大学院医療保健学研究科大学院委員会規程（施行） 

（以上 2018年 3月 22日付） 

※ そのほか，医療保健学部設置に伴い委員会規程等を改正した（2017年 4月1日付）。 
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